
11  次の各問いに答えなさい。 次の各問いに答えなさい。

(1)(1) ⼗⼗のの位位をを  aa  , , ⼀⼀のの位位をを  bb  ととししてて, 2 , 2 けけたたのの正正のの整整数数をを表表ししななささいい。。  

(2)(2) ⼗⼗のの位位のの数数をを  aa ,  , ⼀⼀のの位位のの数数をを  bb  ととすするるとときき, , ⼗⼗のの位位のの数数とと⼀⼀のの位位のの数数をを⼊⼊れれかかええててででききるる整整数数をを
表表ししななささいい。。

1010 ×× aa ++ bb == 1010aa ++ bb

((例例))  2323   ⇒⇒   3232 1010aa ++ bb   ⇒⇒    1010bb ++ aa

22   22けけたたのの⾃⾃然然数数とと, , そそのの⼀⼀のの位位のの数数字字とと⼗⼗のの位位のの数数字字をを⼊⼊れれかかええたた数数のの和和はは 1111のの倍倍数数ににななるるここととをを
次次ののよよううにに説説明明ししままししたた。。         ににああててははままるる数数やや式式をを答答ええななささいい。。

22けけたたのの⾃⾃然然数数のの⼗⼗のの位位のの数数をを  xx ,  , ⼀⼀のの位位のの数数をを  yy  ととすするるとと, , 

ここのの数数はは, ,    ①①     とと表表さされれるる。。
ままたた, , ⼗⼗のの位位のの数数とと⼀⼀のの位位のの数数をを⼊⼊れれかかええててででききるる数数はは, , 

  ②②     ととななるる。。
ここののとときき, , ここのの 22数数のの和和はは

((     ①①     ))++((     ②②     ))＝＝ 1111((     ③③     ))

  ③③     はは整整数数だだかからら, 11, 11のの倍倍数数ででああるる。。
よよっってて, 2, 2けけたたのの⾃⾃然然数数ととそそのの⼗⼗のの位位のの数数とと⼀⼀のの位位のの数数をを
いいれれかかええててででききるる⾃⾃然然数数ととのの和和はは,, 1111のの倍倍数数ででああるる。。

【説明】【説明】

①①  1010xx ++ yy

②②  1010yy ++ xx

1111xx ++ 1111yy == 1111((xx ++ yy))

③③  1111((xx ++ yy))

33   カカレレンンダダーーににおおいいてて, , 右右のの図図ののよよううにに 5  5 つつのの数数をを囲囲んんだだとときき, , どどここをを
囲囲んんででもも縦縦 3  3 つつのの数数のの和和とと横横 3  3 つつのの数数のの和和はは等等ししくくななるるここととをを⽂⽂字字をを
使使っってて説説明明ししななささいい。。

                            nn −− 77

nn −− 11                nn                  nn ++ 11

                            nn ++ 77

横横

縦縦

縦縦：：((nn −− 77))++nn ++((nn ++ 77))== 33nn

横横：：((nn −− 11))++nn ++((nn ++ 11))== 33nn



11 (1)(1) (2)(2)

  1010aa ++ bb   1010bb ++ aa

22 ①① ②② ③③
1010xx ++ yy 1010yy ++ xx     xx ++ yy

33 解答例解答例（（説説明明））

囲囲んんだだ形形のの真真んん中中のの数数をを  nn  ととすするるとと, , 縦縦 3  3 つつのの数数はは,,  nn −− 77  ,,   nn  ,,   nn ++ 77  とと表表さされれ,,

横横 3  3 つつのの数数はは,,  nn −− 11  ,,   nn  ,,   nn ++ 11  とと表表さされれるる。。

縦縦 3  3 つつのの数数のの和和はは,,

  ((nn −− 77))++  nn   ++   ((nn ++ 77))＝＝ 33nn

33nn＝＝ 33nn  ででああるるたためめ, , 縦縦 3  3 つつのの数数のの和和とと横横 3  3 つつのの数数のの和和はは等等ししくくななるる。。

横横 3  3 つつのの数数のの和和はは,,

  ((nn −− 11))++  nn   ++   ((nn ++ 11))＝＝ 33nn
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